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　ただいま第 2子を妊娠中の私は，第 1子のとき以上に，ヒシヒシと妊・
産・褥婦のトラブルの重大さを感じている。助産師外来もない病院での勤務

経験しかない私は，出産前後の場面しか知らない。経産婦は出産が軽く，育

児経験もあり，母乳育児の確立も容易なことから，どちらかといえば「楽」な

イメージであった。

　ところが自分自身が妊婦になってみてビックリ。これほど妊娠中のしんど

さが違うとは。私だけが特殊なケースなのかと思い多くの経験者に聞いてみ

ると，ほとんど皆一様に「一人目よりしんどかった」と言う。自分は 30代後
半，知り合いも同じような年代が多く，そのせいもあるかと思われるが，い

まや出産のピークは 30代にあるといっても過言ではなく，それゆえに，こ
れらのトラブルはますます増えてくるだろう。本書にもあるように，トラブ

ルをかかえるリスクは経産婦のほうが多く，出産後も後遺症として残る確率

が高く，育児負担が大きいのも経産婦である。多くの人は「産後はこんなも

の」とあきらめているのであろうが，妊娠中からの積極的な取り組みによっ

て症状の軽快・改善が見られれば，初産・経産にかかわらず，産後の育児も

劇的に改善されることは想像に難くない。最初の妊娠のときから自分にお

こったトラブルの原因や解決方法を知り，実行できることは，次の妊娠にも

非常に役立つ。

　この本で取り上げられている項目は，便秘，痔，貧血，体重管理，乳房ト

ラブルである。乳房トラブル以外は，どちらかといえば栄養士による食事指

導や，医師からの処方に頼っている部分が多いのではないか，と思う。本書

は非常に細やかに解剖生理学的なところから，その原因やそれらが生み出す

深刻なトラブルについてエビデンスを重視して説明がなされ，認識を新たに

させられる。貧血や便秘・体重増加の原因はさまざまでありながら，私たち

医療従事者がいかにそれらを十把一絡げに同じ対処をしていたのか，本書を

読んで反省させられた。是非とも，多くの保健師，助産師が本書を参考にし

て個々人のそれらの原因を考え，どんな栄養，服薬，生活のアドバイスが必

要なのか，交通整理し，コメディカルスタッフと協力して妊産褥婦を支える

ようになってもらいたい。

な
る
ほ
ど
、
解
決
！

妊
・
産
・
褥
婦
の
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル

早
川
有
子
・
澤
田
只
夫（
著
）

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

00
5

2026/09/14 10:01:37


